







































































ゆかり… 遊ぶ時間 をへらして ，よゆうをも
てるようにしたいです 。話し合い
をもっとしたいです。
ゆ り・・ 3, 4段落ができなかったので ，
もっとチャッチャとすすめなきゃ
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1--" 工五月」は ， • とうめいな，何もなし、空間'O:,
9 ぽし‘• • 自分もとけていきそ うな吾さ。• 楽,,
ゆ しそう。と記述している。 4 児童IJ)忌み必りとり伽
り 「t一月」は， ・すきとおっていてなんだか： それぞれに，「やまなし」そして「十：月」
入ることをこばまれそう。 ・外から息芍‘亙に対し詞考察はされてしヽ る。しかし， 1月点
かんじ。 • 神堅なかんじ。と記述していらL• : はそれぞれ逢っており，そ0)ままでは艮翡酵
4 「かi⑳子逹は，魚がかわせみに食べら柱藷汲：とに向かって 自分たち (JJ誤みをf~いで以こ
みてるのを見てショックだったけれど←次に ， は精しし、と予這される。’
さー＿ちてきた「黒い丸し、大きなもO」_J:!やまなし,,





く記述している。 4 ：それでも，夏tししヽ 場合には，かにの兄弟の言
ゃ・「やまなし1諜通j(J)ふんいきがえにつかわ：動の記迩に吾目させる。 ¢
れている。泣きそう→ゆかい」9 ：「五月」 +




か記述の星 4 '・ 「おどるようにして，やまなしの円いかげ
り焦くあわくかわせみくやまなしくクラムボンレ'を追いました。」 ¢
やまなし妍合を栢き，そこに「いいにおil.'L:・「ひとりでにおいしいお涌がで蛍る図かふI












（他のフォロワー達か ら ）「••• うん。」
②ゆかり …もう少し，わかりやすくできますか。
③ゆ り•• • かわせみは，魚をとっているので悪い























































⑲ゆ り • ••たいち君に意見です。 私はまだ，五月
が暗いと思っています。五月には「鉄
色」が出ていますよね。「鉄色」とい
うのは悪いイメージだと思うからで
す。（後略）
4. 「やまなし」の授業の考察
発言①から④までは，自分たちで意見を出し合
っているものの，意見が続いていかないとみとっ
た。これは，事前のみとりと一致するものである。
そのための支援として，「かわせみ」と「やまな
し」の描写の部分を目立つように拡大したもの
を，上下に掲示することで比較がしやすいように
支援を行った。その結果として，発言⑥から発言
⑧が，具体的な描写から出されたので，支援は成
功したと考えられる。必要に応じて「かにの兄弟
の言動」を指導者から働きかけるつもりであった
が，その部分については，ゆりの発言⑩が出たの
で，支援はする必要がなくなったのである。
また，発言⑫と⑬では，意見に対立はあるもの
の， 「どちらの方が暗いか」という印象でのみ話
し合われている。そこで，司会であるゆかりが⑭
「なぜそう感じたのか。」と切り返したことによ
って，発言⑮⑯⑰と「登場人物」や「色」といっ
た根拠をもとにイメージを話し合う展開へと移行
していったことが分かる。この話し合いでは， 指
導者は 5年生の方におり，完全に子どもたちだ
けでの話し合いである。この部分からは， 「聴き
合い，学び合える『学級風土』」そして学びをデ
ザインする子どもたちの姿が成立していると言え
るのではないだろうか。
5 成果と課題
主体的な学習を 目指すことにおいて，聴き合い
学び合う学級風土を育てることは，非常に有効で
あった。指導者がみとりと支援を行うものの，自
分たちだけで学習する時間が長い複式授業では，
子どもたち自身で学び合うことで学習の質を維持
することができるからである。複式学級では，そ
の中でも特に司会の役割が大きいことも分かって
きた。今回の実践では，司会役の児童が「切り返
し」を適切に行うことで，学びを自分たちで深め
ることができていた。
また，教師のみとりと支援では，予想される話
し合いの部分を焦点化させる表や拡大テキストを
用意した。こうした，教具を用意することで話し
合いを活性化させることができたと思う。支援と
いうと「指示」や「発問」をイメージするが，具
体的な教具や設定を用意することが「学び合いの
場」となることが確認できた。
課題としては，単元のゴー）レの明確化が挙げら
れる。主体的な学びを成立させるためにも学習単
元の見通しを子どもたちに持たせることが不可欠
であるが，本単元では，子どもたち自身に「あと
がき」を書くことの必然性を十分に持たせられな
かったと感じている。そうしたことがクリアでき
れば，より主体的な学び合いが目指せるのではな
いかと考えられる。
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